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　３月 日から 日の４日間、フランスの首都パリにおいてＩＤＣ2011国

際クリーニング会議が開催された。

　本会議は、日本クリーニング生産性協議会が中心となって創設されたと

いう経緯から、第 回ダブリン大会まで、伝統的に多数の日本業界人が参

加して開催されてきたが、今回は東日本大震災の直後とあって少数の参加

となった。

　今回の会議は、フランス、ドイツ、オランダ、ベルギーなど カ国の

ＰＴＣ業界団体によって構成されている連合組織である国際テキスタイル

ケア委員会（ＣＩＮＥＴ）との共催によって行われた。

値がパークに近い とい

う点と、人体に無害であ

るというエコロジー性か

ら注目を集めていた。ま

た、洗剤の展示では、商

品イメージをパントマイ

ムで演出するなど、芸術

の都パリならではの展示

が目を引いていた。

　 日に同展示会場の会

会議風景

　ＰＴＣとは、プロフェ

ッショナル・テキスタイ

ル・ケアの頭文字をとっ

たもので、ＣＩＮＥＴで

は、ドライクリーナーと

いう産業の呼称を廃して

ＰＴＣと呼ぶようにして

いる。これには、この産

業が単に洗うという作業

だけを行っているもので

はなく、繊維製品のケア

を目的とするものであるという意図があり、同委員会の副会長であるマレ

ー・シンプソン氏は、クリーニング業を包括する言葉であるとしている。

英語で行われた会議においても、クリーニングという言葉は一切聞かれな

かった。

　 日のレセプションの翌日、パリ市内で同時開催されたＪＥＴ2011（ク

リーニング機械資材展示会）会場内ＶＩＰルームにおいて開会式を行い、

ＪＥＴパリ展示会会場

その後、同展示会を視察

した。展示会には、依然

としてヨーロッパの主力

機であるパーク機に比較

して、環境配慮を謳った

シリコン、炭化水素系（ハ

イドロカーボン）、ライ

ネックスなどの多様な溶

剤に対応するドライ機が

展示されていた。特にド

イツの洗剤メーカーであ

るクロイスラー社が昨年 月ミラノ展示会で発表したソルボンＫ４（ＳＯ

ＬＶＯＮＫ４）は、沸点、引火点ともに炭化水素系とほぼ同じだが、ＫＢ

議室で行われた本会議ではシンプソン氏が議長を務め、「流動的なＰＴＣ

市場において、新規顧客を獲得する」という総合テーマで開催された。

　基調講演は、「ＰＴＣマーケティングのイメージと現実」と題して、マ

ルチマチック社のカンプマン氏が、現状と今後５年間におけるマーケティ

ング戦略について提案した。また、ベットガー氏が「オンラインマーケテ

ィングによる利益追求と新媒体」について、オーストリアにおける成功事

例を紹介した。

　同日午後からは、パリ市内の店舗を視察した。訪問した店舗は高級イメ

ージを追求するサンジェルマンデプレのブランコ・プレッサン、マドレー

ヌ広場のプレッサン・マドレーヌ、フランス最大のフランチャイズチェー

パリ市内のクリーニング店訪問（モール）

ンであるサンク・ア・セ

ックが新しくモール内に

出店したユニットと後継

者の無い店舗を買収イメ

ージチェンジした店舗な

ど４店舗で、全体に高料

金志向のものであった。

　最終日は、参加国であ

るフランス、ベルギー、

オランダ、セルビア、ル

ーマニア、アメリカ、カ

ナダ、イギリス、ギリシャ、オーストラリアの業界事情について報告がな

された。

　今回は、日本からのレポートは発表されず、参加した日本クリーニング

生産性協議会会長五十嵐信保氏が、各国からの東日本大震災に対するお見

いに応えて、謝意と日本復興の決意を述べられた。
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